
1

HDV/IP伝送システム：HIT８
・システム構成
・特徴
・応用展開
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HDVカメラ

送信・受信PC

IP送信アプリケーションソフト
IP受信アプリケーションソフト

VELXUS
キャプチャボード

VELXUS500
ドライバ

Ethernet
ボード x１

IEEE1394

受信・送信PC

Ethernet
ボード x１

VELXUS
キャプチャボード

VELXUS500
ドライバEthernet

100M or 1G

HD対応TV

コンポーネントケーブル

IP受信アプリケーションソフト
IP送信アプリケーションソフト

HDV/IP伝送システム：HIT８
構成

ピンク部分：カノープス株式会社の既存製品

HDVカメラ

IEEE1394

HD対応TV

イエロー部分：HDV/IP伝送アプリケーションソフトは、

富山県立大学教授・イーラムダネット（株）取締役安井直彦監修
によりカノープス株式会社製造

注＊１：Intel Pro/100T or 1000T Ethernet Adaptor推奨

ビデオ､グラフィックボード
DVI,VGA,Dケーブル

コンポーネントケーブル

DVI,VGA,Dケーブル
ビデオ､グラフィックボード

HDR-HC1/HC3

HDR-FX1

HDR-HC1/HC3

HDR-FX1

OS(Win XP Pro/Home)
CPU/Pen4 or D /3GHz
ﾒﾓﾘ /１GB
グラフィックボード /128MB
PCI/32Bits以上

OS(Win XP Pro/Home)
CPU/Pen4 or D /3GHz
ﾒﾓﾘ /１GB
グラフィックボード /128MB
PCI/32Bits以上

本システムHIT８の販売元:イーラムダネット株式会社

光パス
ネットワーク

ELN
E-LambdaNet



3

HDV/IP伝送システム：HIT８
特徴

１． HDV/IP伝送によるマルチキャスト配信
送信側PCには、VELXUSとIP送信アプリケーションソフト、
受信側PCには、IP受信アプリケーションソフトのみで動作

２． HDV/IP双方向伝送によるHDTV会議
送受信PCに、VELXUSとIP送受信アプリケーションソフト

※ 送受信に必要なPCの推奨スペック（あくまでも推奨スペックであり、動作を保証する限りではありません。）
OS：Windows XP Home Edition/Professional SP2
CPU：Intel Pentium4 3.0GHz or Pentium D、もしくはAMD Athlon64 3000+以上

（Celeron、Celeron D、Turion、Sempronでは動作しない可能性があります。）
メモリー：1G以上
LAN：1000M オンボードLAN
グラフィックボード：128M以上（HD対応TVに画面を出力する場合はD端子出力対応の

グラフィックボードが必要です。）
USBポート：1スロット
PCIスロット：2スロット（212mm x 107mmのPCIカードが差し込み可能なサイズのPC）、

または PCI Expressｘ１とPCIｘ１
※ HDV映像の受信のみの場合はPCIスロットは使いません。
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HDV/IP伝送システム：HIT８
リモコンキットを追加したシステム

リモコンキット：（有）テレビジネスの開発製品

画面上から
マウスアイコンにて
遠隔のHD-カメラの
拡大・縮小が出来る

ELN
E-LambdaNet
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①光ハブ装置

イーサーネット

②光ネットワークインターフェース
カード（光NIC）

③制御ソフ
トウェア

ルータ

イーサネットケーブル

光ファイバ（波長多重）

画像サーバ
または
HDTVモニタ

ゲート
ウェイ

PC

PC HDTV
画像

制御信号の
光リンク

画像信号の
光リンク

PC

インターネット

①光ハブ装置

イーサーネット

②光ネットワークインターフェース
カード（光NIC）

③制御ソフ
トウェア

ルータ

イーサネットケーブル

光ファイバ（波長多重）

画像サーバ
または
HDTVモニタ

ゲート
ウェイ

PC

PC HDTV
画像

制御信号の
光リンク

画像信号の
光リンク

PC

インターネット

HIT-８の応用展開 ： 総務省関東総合通信局の地域情報通信技術振興型研究開発（SCOPE-C)の平成18年度採択課題
共同研究開発機関：イーラムダネット株式会社 青山学院大学 富山県立大学

安心・安全な地域情報ネットワークに適した分散同期制御光波長多重ローカルネットワークの研究開発

１．研究目的：光波長多重技術を用いエンドエンドに光リンクで接続するローカルネットワークを提案し光ファイバー上を流れる１～１０

ギガビット毎秒のデータを高度に制御する分散同期制御方式を確立することを目的とする。

２．研究内容と期待される研究成果：①、②、③の研究開発することにより、現在のイーサネットでは対応できない高速かつ高品質な

ローカルネットワークを構築でき、高品位画像伝送用光リンクを任意のロケーション間でフレキシブルに設定できる、

３．研究成果の社会的意義・社会への波及効果：たとえば、災害の高品位画像情報を活用して、地方自治体組織が迅速に行動したり、

テロの危険性を未然に防ぐために道路に設置されたHDVカメラが高品位画像を収集して犯罪捜査に活用するなどが期待できる。
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地域中核医療機関

地域社会に貢献する光ローカルネットワーク：例1

サイバーホスピタル

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ（グローバル）

FTTH
100Mbps

電話局

ローカル光ネットワーク
例：2.5Gbps

ローカル光ネットワーク
の管理運営画像処理技術の研究

大学

診療所A
診療所B 診療所C

例：北里大学病院

例：北里大学長谷川博士、青山学院大学水澤教授


